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「デネブ高等学校の 生徒情報管理システム
　　　　　　（Ｃｙｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）」について

１．本校の情報管理の重要性
本校は、単位制・通信制の高等学校

である。普通科と総合学科を設置し、
前・後期の２期制で無学年制をとっ
ている。入学式と卒業式は年２回ず
つあり、生徒に関するデータ量は必
然的に多くなる。
運用面においては、卒業条件である
①３年以上の高等学校在籍
②74単位以上の教科・科目の単位
修得
③30時間以上の特別活動出席
が基本となる。生徒は、自由に学習プ
ランを立て、毎期履修登録を行う。10
人いれば、10人が異なる時間割に従
って学習をすすめる。個々のスクー
リングの学習状況、試験・成績、単位
修得状況のデータを逐次更新し、提
示する為の処理は、非常に複雑なも
のとなっている。
本校では、開校当初よりシステム
の開発と改善に取り組んできた。少
人数の教職員でいかに迅速かつ正確
に複雑なデータを処理し、生徒をサ
ポートする情報へとつなげるかが常
に課題であった。

２．本校で取り扱う生徒データ
（１）基本データ
本校で取り扱う基本データは、受
験段階で発生するデータとして、名前・
生年月日・性別・住所・電話番号・電子
メールアドレス・出身中学校・高校履
歴・就職履歴・保護者データなどがあ
る。
また、入学後に発生するデータと
しては、生徒番号・学科・コース・クラ
ス・学籍・既修得状況・今期履修状況
などがある。

（２）面接指導（スクーリング）・添削
　　指導（レポート添削）データ
各科目毎にスクーリング時間とレ
ポート添削の回数が決まっている。
毎期新規に履修登録した科目のデー
タと、一つ前の期に履修登録し単位
未修得の科目（履修権利は二期）の継
続科目としての継承データがある。
それぞれのデータは、生徒がスク
ーリングに出席した時や、レポート
提出時に随時更新される。

（３）成績データ
５段階評価にて年に２回、単位認
定を行っている。高校履歴のある生
徒は、以前の高校での成績と本校で
の成績を統合して管理する必要があ
る。
　

（４）特別活動及びその他のデータ
年間12回以上の行事を行っており、

各行事の出席時間をカウントする。
生徒は、希望により参加・不参加を決
定するが、卒業までに30時間以上出
席する必要がある。また、ショート・
ホームルームも４回出席すると１時
間の特別活動としてカウントしてい
る。これらのデータは、イレギュラー
に発生するため、そのつど処理をし
なければならない。
その他、資格や検定の取得データ、

進路に関するデータなどがある。

３．生徒情報のデータベース化
全てのデータを一括管理するため
システム化・データベース化が必要
となる。
本校では、『生徒情報管理システム

（Ｃｙｇ Ｓｙｓｔｅｍ）』という名称で、シ

ステム開発・運用室の担当者が管理し、
全教職員で運用している。

４．面接指導（スクーリング）・
添削指導（レポート添削）に
関するデータの流れ

各教科・科目によって面接指導の
時間数と添削指導の枚数が決まって
いる。この二つを期日までに満たすと、
期末の試験を受けることができ、合
格点を取れば単位修得となる。

（１）スクーリングデータの流れ
データの入力ミス防止と効率化を
図るため、生徒番号をバーコード化し、
生徒名・クラスとともに印刷したシ
ール（バーコードシール）を毎期配付
している。
生徒はスクーリング時に、受講票
にバーコードシールを貼り教員に提
出する。スクーリング後に教員は、デ
ータ処理専用パソコンにバーコード・
リーダーで入力する。このデータは、
各教員のパソコンでいつでも確認す
ることができる。

（２）レポート添削データの流れ
生徒は、レポート課題にバーコー
ドシールを貼って提出する。提出さ
れたレポート課題や添削済みのレポ
ート課題は、複合機でスキャンし、画
像データとする。画像データは、ＯＣ
Ｒ（文字認識）ソフトによって、生徒
番号・科目などのデータを読み取る。
事務担当者がデータ化したレポート
課題を画面でみながら、認識データ

を確認しデータエラーのチェックを
している。この画像データは、各教職
員のパソコンから閲覧することがで
きる。これにより、添削レポートの詳
細な分析が可能となり継続的な学習
指導を行う上で大いに役立っている。
レポートは、再提出の場合もある。

中には４～５回の再提出があり、そ
の都度、データ処理を行わなければ
ならず、合格レポート枚数の22％増
しのデータ処理を行っている。

５．ｗｅｂを活用した学習歴情報の提供

面接指導と添削指導のデータは、
毎日更新されている。この情報は、随
時各教員のパソコンから確認できる。
さらに、生徒や保護者はインター
ネットのホームページ上で、現在の
学習状況をいつでも確認することが
できる。校内には生徒用として学習
状況確認用のパソコンを10台以上設
置している。このシステムは、生徒・
保護者にとても高評を得ている。

６．ＣＴＩシステム
ＣＴＩ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｔｅｌｅｐｈｏｎｙ Ｉｎ

ｔｅｇｒａｔｉｏｎ）システムにより、必要な
生徒情報を瞬時に画面表示できる。
通信制高校は、その性質上、直接、生
徒とのコミュニケーションを図る機
会が少なく、電話を使うことが多い。
ＣＴＩによって、ワンクリックで電話
をかけることができ、かかってきた
電話の番号からは、すぐにデータ検
索ができる。必要な情報はメモとし
て書き込むこともでき、得た情報の
共有に効果を上げている。

７．Ｃｙｇシステムの運用と効果
昨年までの本校のＣＴＩは、電話やＦ

ＡＸをコンピュータシステムに統合し、
生徒の基本データを連動させただけ
のものであった。本年度は、生徒や保
護者に対してより的確なサポートを
すべく、ＣＴＩとＣｙｇ ｓｙｓｔｅｍの連動
をいっそう強めるよう改善をした。
生徒や保護者と会話している間に、
生徒の環境、履修歴、学習歴、現在の
学習状況、特別活動などのデータを
速く、正確に取り出し、タイムリーに
情報提供することができるようにな
った。これにより、生徒個々の学習状
況の把握と指導が、迅速により的確
に行われるようになった。
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